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忘却係数  をもつ逐次最小二乗法 [1] を用いた場合，交流雑音
の周波数が変動する状況では適応時間を短くした場合 (が小さ
































































































(k = 1;    ; N   1; N) (1)
ここで，h^(k) を推定されたフィルタ係数，h(k) を理想的な
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図 4 λにおける追従度合






























総和 Df を定義する．この Df が極小となるように試行を繰り
替し，(; !s) = (0:9997; 0:02) を得た．図 6 は !s を固定し
た上で， を横軸に Df を示したものである．また，図中○印
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